
                                 2010年９月６日 
ＫＣＰ － 同窓会会報 第１１号 － ♪ 卒業生・修了生の皆さんへ ♪  こんにちは。東京は観測史上まれに見る暑さ が続いています。日本に残っている皆さんは、 どうですか。夏負けしていませんか。また、帰 国した皆さん、国の気候はどうですか。過ごし やすい天候ですか。 

 

 日本では、今、熱さを吹き飛ばすための、納涼花火大会や納涼夏祭りが、各地で行われています。写真ではありますが、きれいな花火を見て、涼を取ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）皆さん、「納涼（のうりょう）」は分かりますね。もし、分からなかったら、レベル５以上で卒業した人は、なつかしい「読める書ける中級漢字」で復習してください。 
 



卒業生の近況   崔ショウ（サイ ショウ）さん（2010年３月卒業 ４月から明海大学に進学）  大学に入って、もちろん、日本語学校と違うところがたくさんあると思いました。日本語学校で勉強していたときは、毎日、小テストがあったり、先生と話したりしていましたが、今は、授業以外の時間には先生にも会えないし、相談もできなくなってしまいました。でも、自分の近くに日本人が増えてきたので、日本語が、もっと上手になると思います。  大学は、小さい世界みたい。色々な人もいるし、色々新しい授業もある。最初は大変だと思いましたが、大学生活、だんだん楽しくなると思います。  今、大学で一番おもしろい授業といえば、毎週水曜日４限の「日本経済論」です。毎週新聞を読んだり、日本の経済を分析したりして、とてもおもしろいと思います。また、先生も、株式の買い方や、どんな株式が良いか、いつ買ったら良いかなどいろいろな知識を教えてくれるので、将来の生活でも使えると思います。  これから大学に入る学生の皆さん。大学は自由な世界ですが、その世界で勝ちたいなら、これから、できるだけ図書館へ行ったり、先生の話のメモを取ったりしてください。日本人には日本人の長所がありますが、外国人の私たちも頑張れば、超えられると思います。                 高橋先生（右）と諸永先生（左）に囲まれてうれしそうな        サイ ショウさん  （サイ ショウさん 記） 
 

 



銭 程（センテイ）さん（2010年３月卒業 4月から専修大学大学院修士課程に進学） 私は、今年３月卒業したセン テイと申します。今専修大学の大学院で勉強しています。  大学院の生活は大変です。特に、大学院に入ったばかりのとき、毎日落ち込んでいました。授業も半分ぐらいしか分からないし、周りの外国人留学生に比べて日本語が一番下手だと思いましたから、（何しろ、日本語学校から直接は殆どいなくて、留学生は、学部で４年間勉強してから来ているので）一度はあきらめようかと思いました。私はやる気をなくして、もう、戻らないかと思いました。  でも、日本語学校の生活を思い出すと、やはりあきらめられないことが、分かりました。私は、すごく努力してこの学校に入りました。そんなに簡単には、あきらめられない。最初の夢を守りたい。大変だから、他の人よりもっと頑張るしかないですね。  あきらめないで、いつも頑張るセン テイに戻らなくては。  （セン テイさん 記） 
 

 

 

 

 

 

 

     ほんの２，３ヶ月の間にすっかり女子大生らしくなったと評判だった      ソン ギョウエイさん（左から二番目）とセン テイさん（左から３番目）     の二人。二人に会えて楽しそうな鈴木先生（左）と斎木先生（右）  孫 暁頴（ｿﾝｷﾞｮｳｴｲ）さん（2010年3月卒業 4月から明治大学大学院修士課程に進学）  私は、今年３月に卒業したソン ギョウエイと申します。今明治大学の大学院に通っています。半年ぶりにKCPに戻って来て、その頃の自分のことを思い出して、すごく懐かしかったです。久しぶりに先生方に会っていろいろ話せて、とてもうれしかったです。  大学院の生活は本当に大変です。理系なので、毎日研究室に行って（夏休みになった今もです）、実験をやったり、文献を読んだりして、とても忙しいです。でも、充実した生活だと思います。そして、一番大変なのがゼミの発表です。英語の文献を読んで日本語で発表するので、本当に難しいですよ。これから、もっと頑張らなければならないと思っています。 （ソン ギョウエイさん 記）  
 



任 ヨンビン（ｲﾑ ﾖﾝﾋﾞﾝ）さん （2009年 3月卒業 現在 京都市立芸術大学大学院 修士課程に在籍）  今年４月に修士課程に合格し、今は、作 品作りに没頭しているようです。  合格したので、精神的にも余裕ができ たのか、顔が少し丸くなっていました。  京都に戻ったら、今度、最近の作品の 写真とメッセージを送ってくれるそうな ので、皆さん楽しみにしていてください。                     少し丸くなった イムヨンビンさん（右）と                     いつも元気な斉藤先生（左）                            （イム ヨンビンさん 記） 
 

在校生から皆さんへ 今回は７月３０日に行われたスピーチコンテストで、最優秀賞を取った柳ソヨン（ユソヨン）さんに感想を書いてもらいました。日本の食文化についてのとてもユニークな発想のスピーチでとてもよかったですよ。 最初はスピーチコンテストの スピーカーに選ばれたときは、 「えっ、私がスピーカー?うま くできるかな」と不安でした。 あまり自信もなかったし、それ にスピコンの前日まで原稿を全 部覚えられなくて・・・。 でもクラスの友達の応援に応え たいと思って最後までがんばり ました。 思いがけないことに、最優秀賞をもらうことができましたが、みんなのおかげだと思います。 最初は心配ばかりだったけど、本当にいい経験でした。大切な思い出になりました。ありがとうございました。                         （ M551 ユ ソヨンさん） 
                               ＊ 編集担当 河島 ＊ 

 


